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ま え カ1 き

との土地には，なにを植えたらよいか，その柄えた木 および資源の培養の上からも，国土の緑化がつよく要望

はどの位にそだつか，というととは林業家にとって，つ されるようになった。 1949年には森林士壌学酬が上梓

よい関心がはらわれている問題である。おそらく，人類 され，さらに 1951年にはフEナ林土壌の分類が生図的に

がはじめて苗木を植えて，山を休lこff立てようと企てた 究明され，(3)，乙の成果は全同的な土壌謂査へ応用される

ときにも， 己申ことを考えたにちがいない。もちろん， ことになった。土壌に関するこのような気運は，活発な

われわれが現在これらのことについてもつ知詩は，当時 研究をよびおこし，腐植3iHt7Jおよび透水性叫について白

とはくらべようもなく豊かなことは当然である。しかも 報告などが発表されている。

なお今日において，未解決のまま設されているととは， 以上のように森休立地学は，土壌学を基盤として発展

いかに複雑で，むずかしい問題であるかを物語るもので したもので，土壌にくらべるとほかの立地因子，ことに

ある。 気候に隠する研究がすくなく，土壌以外の悶子について

タネをまいてから収穫できるまでの期間iを考えると， 記述された図書は， 2， 3を数えるにすぎない20担問。

林ヰは早くても30斗かかる。 したがって，林木の 1カ年 地質に関 Tる研究では，もっぱらスギの生育との関係

は，農作物の1週間にもおよば由主事期間にあたるという が論ぜられているお}。地形についてはそれまでは定性的

ととができる。 にしか表現されなかったものを，定量的にあらわナ研究

林木にかぎらず楠拘と環境のあいだには，沢山の因子 がおこなわれ同九 その後， 地形の研究方法について，

が横たわり，それらの関係について，法則性をみつける 検討が加えられている山。

ことはむずかしいととである。 ことにわが国の山地は 林地の生産力を考えるばあいは，環境の諸因子を分析二

気候，地質，地形，土壌などの環境問子がきわめて複雑 すると同時に，林本町生現および生態につい亡研究する

で平地とはくらべようもない。さらl己林木とこれをとり 林本学問の知識が必要である。この面の研究としては，

まく環境とのあいだには，林木それ自身があつまって蕊 おもな造林tJt種についての栄養s7>とオ分生J:lff~3J に隠して

林という環境としての1単位を形づくることも特徴ぜあ の報告がある。

る問。 以上のように，環境と林地の生産力との関係について

ナなわも， il山IJ地における林木の生産性は，平地におけ は幾多のすく

る農作物とくらベて，いろ1いJρ、ろの点でことなり，より fおさ 地形，地質または女気i伎というようlにこ， fI例悶々のI凶旦子と林木

おくの囚子によつて規制されているといえよう。とのよ の生宵を請fることにとどまつている。

うに，きわめて複雑でむずかしいととではあるが，林地 たとえば，われわれがある林地において，その生産力

の生産力に関する研究は，つぎに述べるように着々と成 をしるために，そこの環境をしらべたとしよう。各悶子

果がつみ重ねられつつある。 の性質がわかり，それらと林木の生育についての法目Ijが

まず明治の末に;圭休上の樹商と立地との関係が体系 わかってし、るとしても，各区1子が生育におよぼす影富力

づけられ，24)， 1928年にはそれまでおこなわれた研究を のちがいがわからないので，林地生産力は定性的にしカL

まとめ，環境に重点、をおいて講じた，森林立点血学が刊行 あらわせないことになる。

された制。 1935年になると環境と林木，樹木の生理およ 筆者は 1954年から，山梨県の適地適本調査にたずさ

び樹陸ごとの造林上の性質に論及した，育林学原請が発 わっているが，林地の生産力は，ある限られた地域内にお

刊された問。さらにおなじ年に，森林土撲のしらベかた いては徴地形，土壌型などにつよく左右されるものの大

に関する方法書7;1)が出版されたため，森林立地学への開 局的にみると，生産力に地成性のあることを知った。

心がたかめられ，四国地方における植生と土壌の研究閉 そこでまずこれらの地域住を，客観的な根拠でわける

が達成された。 ために立地凶子を解折C，その結果に統計学的な子法を

第 2ix大戦により，研究は中断されたものの戦時中の もちいてみた。こり環境解析をもとにして林地の生産力

無計聞な伐採により林地が荒れはてたため，国土の保安 を定量的にとらえることに努力したが，このたび一応。
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結請にi圭したので，とりまとめてみた。 注力の推定法を詩じたが， このために， まず生産力の

I章では方法を述へ， II章において気候，地質，地形 ひくい山J:iliを浮きぼりしてみた。ふつうの山地について

の立地因子を解析した。 は，ひろい地域の推定と単木あるいは林分を対象とした

気候については，とく I~山地気候の推定方法について ばあいとにわけ，また造林成誌を応用するときに幼令林

探究~，この詰果をももいて気候庶域を区分した。 しかないとき，伐期をこした羽令休があるはあい，また

林木の生長は基岩だけて7なく表層の地質が問題になる は全く造林地がないという 3つのケースに分けて推定

ので，火山灰あるいは同結層の分布について論じた。 方法を考えてみた。

地形は環境問子のなかで，もっとも定量治にとらえる との研究は東京人学の中村賢太郎名誉教授，大政正隆

ととができる。そこで，高度，傾斜，起伏量などの地形 教授ならびに芝本武夫教授から総括的な御指導を仰いだ

照子を解析し，地域におけるとれら凶子の差を検定する ものである。

ζとにより，地域のあいだの類似性，あるいは相異性を 気候lこ閲しては気象庁の大後美保課長，大阪市立大学

もとめ，地区区分の基礎とした。 の吉良竜夫教授，東京事士有大学の関口武助教授より， j也

田章においてはおもな土壌の分布と性質を地区どとに 質，地形については，新潟大学の山田昌一教授，資源科学

しらベ，居断而の性質および観察の技術に関する知見を 研究所の市摘出白段官より，土壌については農林省林業

まとめ，また土壌とほかの環境関 Fとの関係について述 試験場の宮崎榊部長ほか土壌お責部の方々から，林木の

ベた。適木の決定とその生長を予測するためには，上記 生理については東京大学の佐藤大七郎助教授から，それ

のような環境解貯とともに，林地と林本の生長に関 Yる ぞれ有益な御教示をいただき，また全般的に松井光洛，

法則性をもとめることが必要になる。 遠藤健治郎，郷1E士，、ド聞置男， if氷彊の諸氏からは

そこで百草においては，立地条件と林木のそだちとの 適切な向助言を送られた。

あいだにひそむ法則性をひきだすことに努めたが，さら 論文をまとめることができたのは金井太郎前林務部

に立地lこ闘する諸Ib1子を Fへてとりいれて，生長の相関 長，1H休止武林務部長，佐治秀太郎前場長，高橋 i古場長

解析をおこない，各因子が林木の生長を支配する度合を をはじめ，場員各位の御理解と御援助によるものである

しるとともに，任意の休地における林木の生長)Jを推定 が，とくに小島俊郎，遠藤 昭両技師には議請の知子!と

するための子がかりをつかんだ。 なってもらい，作図も千伝っていただいた。また駒谷智

V章では現在の蕊林生産力を，いろいろのデーターに 慧子撲は土壌の分析，資料の整FJ¥に御助力を惜しまれな

よって検討し，これを立地来件と対応させた。 かった。

さいごに，これらの結果をもとにして，林地における生 以上の方々に心から感謝の去を表する。


